
白河、あの頃と今 　市内の様子や行事などを写した古写真の中から、テ
ーマに沿った１枚を紹介し、現在の様子と比較します。
　タイムスリップ気分を味わいながら、白河の魅力を
再発見しませんか？　 問本庁舎秘書広報課　内2171Vol. １今月のテーマ「白河提

ちょう

灯
ち ん

まつり」

　約360年にわたり、世代をこえて受け継がれてきた
伝統の行事。大きな見どころのひとつが、阿武隈川の
渡
と

河
か

です。今から46年前に行われた時は、川が深く、
流れが急だった様子が写真からうかがえます。

　阿武隈川を力強く渡る姿と、提灯の明かりが醸し出
す幻想的な雰囲気。後ろに写る橋を渡る提灯の明かり
も、かすかに見えます。伝統が、現在にもしっかりと
受け継がれていることを感じる一枚です。

【平成30年の様子】【昭和49年の様子】
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▲白河城之図（部分）（宮城県図書館蔵）
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